



このたびは、コンタックス Aria 巧お頁い上 
げいただをありびとラございまず。 

このカメラは r 作品をつくるカメラ J とい 
ラ CONTAX の基本思想を組!巧しなび5、ル 
型•居屋、しかも逆がなどの巧がでも自動 
的に宙出巧正される巧価測光を巧たにお載 
したマルチモード对応の AE —眼レフカメラ 
でず。ご巧用になる前にこの取扱が明書巧 
よ<お読みいただを、正しい取0巧いで末 
永 < ご愛用 < ださい。 


この巧扱説明•の锐明の容は、 マルチモード 巧巧の プラ 
ナー T *50 mmF 1.4 ( MM ) 付きで行って いますび、化 
の C 0 NTAX 35 mm — 眼 レフ 巧忠カールツアイス交換 レ 
ンスを装着した巧合ち特にお K びない巧0巧用方法は同 
じです。 



このお扱が明■は、四の ようにしてち部のを称と照らし 
合わはて 巧む ことびでさます。 


〈本製品の同巧物〉 

本製品には次のちのび 同 おされていますので、お 
確かめください。 

1. カメラ本体（ボディキヤッフ付） . 1 

2. アイカッフ F -3. 1 

3. U チウ ム巧池 （ CR 2) . 2 

4. ストラッ フ セット . 1 

5. 取扱説明 ■ (本書） . 1 

6. CONTAX ご 販売 力ード’ 

(愛用-者登録 カード） . 1 

7. カスタム 推能早爲表 . 1 

8. コンタックスクラブのご案內 . 1 

* データパック巧タイプにはさ6に次のものび 同 
裡 されています。 

10. データノてック D - 9 取扱説明 • . 1 

1 1 . データバック 用 リチウム 否池に R 202 5) .…2 

12. ドライバー . 1 



















棚のち称 


度出補正ダイヤル （ P 47) -一 
A - 日. C レバー ( P 51) - 


表示パネル ( P 18) —— 

に日ボタン/一一一=—— 
アツフボタン ( P 23) 
ドライブモードボタン/ 
ダウンポタン （ P 26) 


メインスイッチ （ P 1 己） 

シャッターボタン- 

レンス取りはずし"—— 
ボタン ( P 14) 

ケーフルスイッチ 
ソケット （ P 目日） 一一 



セルフタイマー LED ( P 62) 
披り化みボタン （ P 69) —— 



アクセヴリーシュー （ P 己 4) 

専用スト□ボ接点 
夕‘イレクト X 接点 
-シヤツターダイヤル （ P 2 日） 
—巧出モードレバー ( P 2 己） 


吊り環（ストラツフ 
の取り巧け P 93) 


レンス指標 ( PM ) 
スクリーン交換つめ （ P 日 2) 


マウント 
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族がの夕わかり (オート a 出撮影) 



1■巧を入れ9レンズを巧〇 
ます。り巧けまず。心^ 


( P 12) 


メインスイツ 
，り付けます。チを " ON " 
( P 14) にしまず。 (P15) 


B nn 

MU 

4 フイルム巧度 
巧 "DX" に 
セツトします。 

(P22) 



5 DX マークのついたフイ 
ルム巧人れまず。 


フイルム先端をオレンジ色の -r 
マークまで引を出し、そのまま 


スフー jlXD 上にのせ g ぶたを巧 


めます。 （ P 20) 


f 各モード巧四のよラにセットしまず。 

泣 出浦正ダイヤルをて )■ にします。 （ P 47) 
A - B ’ C レパーをで’にします。 （ P 已 1) 
ドライブモードをで’にします。 ( P 26) 

測光レ パーを 化 にします ( P 28) 


絞り宙巧才ート (P35) 


シャツター® t 才ート (P36) 
(MM レンズ使巧時のみ) 


プログラムオート （P38) 
(MM レンズ巧巧時のみ） 
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7 b 出モードレバー 
巧 " Av " にセット 
しまず。 （ P 35) 



7 S 出モードレバー 
を Tv " にし、レ 
ンズの巧0巧最ル巧0 
(巧を）にセツトしまず。 
( P 36) 



7 S 出モードレバー 
巧" P " にし、レ 
ンズのな0巧最小な0 
(巧色）にセツトしまず。 
( P 38) 




8 シャッタースピード 
をセットしまず。 
( P 36) 

9 ピントを合わせ構図 
巧みめて»がしまず。 




















巧全に閲ずる表示について 

この取の説明奮では、このカメラをちまに使用していた 
だくために、次のような表示をしています。内容をよく 
お読みいただを、正しく使用してくださし、。 

このマークは、製品を正し<お使いし、 
A d ： 胃 ただけなかった場合に、製品の使用者 

"" 等が係害を負う危険および物的損害の 
発生び想定されることを示します。 

このマークは、製品を正しくお使いし、た 
A だけなかった場合に、製品の使用者等び 

巧 C またはを傷を負ラ可能性び想定され 
ることを示します。 


取り扱い上のごま意 

<カメラ巧巧上のま意> 

• レンスやファインダー接眼部などに ZI 云-ホコリび 
ある場合は、プ□ワーで吹さ飛ばすか、柔らかいレン 
ス刷毛で軽<化い、指紋などびついた場合はむやみに 
巧かず、市販のレンス紙などで軽<拭いて<ださし、。 
また S ラー面の ZIS やホコ U は、レンス刷毛で軽<化 
ラ程度にして < ださし、。 
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• 本体のミちれを落とすときは、柔らかな巧などでおいて< 
ださい。ベンジンやシンナーなどのち搬容剤は本体破損 
の原因になりますので、絶巧に使巧しなし、でくださし、。 


•海岸やほこりのをい所での攝影をは、力 
メラをよく清掃してください。潮風は金 
属を腐食し 巧 子回路のお線、ショートの 
’原因となり、発煙、発乂を起こすことも 
あります。また砂ぽこりは巧部機構の作 
動不良を起こします。 

• 寒いところから急に暖かい室巧に持ち込 
むと、レンズび<ちることびあ0ます。 
しば5くするとくもりは消えますび、繰 
_ り返し巧ラとレンスやボディの部に水滴 

A 注意 が生じます。水滴は電子回路の断樣、シ 
ョートの原因とな0、発煙-発乂を起こ 
ずこともあります。急激な温度変化はで 
きるだけ避けて < ださい。 

• カメラは精密な里子機器です。軍子回路 
の断緣による発煙-発火や機構の破損の 
原因となる落下やお巧は避けてください。 

• 巧か巧巧や括巧式など大切な!■影のとを 
は、前もって作®の確現、またはテスト 
ffl 影をしてから巧巧してください。また、 
モ巧の巧巧を巧巧してください。 





A 醫告 


• カメラや语池び熟くなる、煙び出る、焦げ 
臭いなどの異常を感じたとさは、速やかに 
语池を取0出してくだごい。火災や火巧の 
原因とな0ます。（巧池を取0出す際、火 
巧には十分ご注意くだごい。） 

♦ カメラを分解、巧造しないでくだごい。高 
亀圧びかか0感電する巧れがあ0ます。 

• スト□ボ愼お時、スト□ボを人の（とくに 
乳幼お）目に近づけて撮をしないでくださ 
し、。目の巧くでスト□ボを発光すると視力 
廣害をおこす危挨性びあります。 

• カメラで、太陽や強い光顆を直接見ないでく 
ださい。視力障害をおこす危険性びあ0ます。 

• 移動しながらの摘おはおやめください。特 
にファインダーを职きながら移動すると事 
故の原因になります。 

• 粮お時は被写体に気をとられすざずに、周 
囲の状況にち十分注意をはらつてくださし、。 


<兰脚使用上の ミ 主な〉 

このカメラはコンパクトに作られているために、プラナ 
- T 巧己 mmFl 4、マクロプラナー下‘60ののド2.8など 
の径び大さいレンスを装着して大型=脚にお付けた場 
合、雲台の台座びレンスにあたり、作動不良や故障の原 
因になることびあります。このような場合は、市販のク 
イックシューアダプターなどをカメラと=脚の間に取付 
けて、レンスびあたらないようにして<ださし、。 


<シャツター幕について〉 

シャ ツター京は非常に巧いな質でできています。絶巧 
に指で突いたり瞄れたり拭いたりしないでくだごい。 
フイ ルム交換の際は フイ ルム巧端び シャツ ターちにお 
れないよラご注意ください。また、プ□ワーで吹く隐 
は強くのかないでくだごい。強くのくと变おや破損の 
恐れびあります。ボンべタイプのプロワーは絶巧に使 
ねないで < ださい。 


<マイク□コンピューターの巧讀回巧について〉 

このカメラは外部の強力な 辞埋 気に巧して、巧部のマイ 
ク□コンピューターを保譲するための安全回おを巧属し 
ています。このち全回路の慟きにより、極めてまれに力 
メラび作動しなくなることびあります。このような場合 
は、メインスイッチを OFF にし、一旦 堤 池を取り出し 
て、もラー度入れ直してか b ご使用ください。 


<ホ巧綜フィルム巧巧について> 

このカメラの特性上、ホが樣フイルムは使用できません 
のでご注意ください。 
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< カメラの 保管に ついて > 

• 暑い場所（夏の海辺、直射曰光下の車内など）に長 
時間おいておくと、フィルムや巧池の性能をお下さ 
は、カメラにち悪影巧を及ぽしますので放置しない 
でください。 

• カメラを長期間使わないときは巧池を取り出しておい 
てください。軍池の巧漏れなどによる事故を防ぎます。 



• カメラは湿気やほこ0のある場所や巧を剤 


のあるタンス、実お室のよラに薬品を巧ラ 

A まな 

ところを避け、風通しのよいところにな舊 

してください。逗子回巧の巧巧.ショート 


の原因とな0、発煙-発火を起こすことち 


あ0ます。 


〈巧 ft 巧り巧い上のま意〉 

• 巧池は一般に、低溫になるにしたびって一時的に性 
能びほ下します。寒冷地での使用の前をはカメラを 
防寒具や衣服の内側に入れるなどして保温してくだ 
さい。なお低温のために性能のあ下した電池 I ま、常 
温に戻ると回復します。 

• 里池の+—極び汗や油などで巧れていると、接が不 
良をおこす原因になります。乾巧でよく拭いてから 
使用してください。 

• 長期の旅行などには、予備の新しい里池を用意して 
<ださい。 

• 里地の +- を間違えて入れるとカメラは作動しません。 
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• 金属製のピンたットのよラな巧電性のある 
ちので逗巧におれないでください。运池の 
消巧を早めるだけでなく、ショートして危 
険です。 


• なのようなことは絶対にしないでくださ 
し、。逗池が破裂し火災、けびや周囲を汚 
損ずる原因とな0ます。 

の このカメラで指定されている里池しソが 
は、使用しないでくだでし、。 

@巧;也を义の中に入れたり、充逗ショー 
卜、分解、加熟は紀巧にしないでくだ 
さい。 

③ 新しい逗池と使用した巧池、違うメー 
カーや他の種類の远池を;昆だてつかわ 
ないでくたさし、。 

® CR 2 (3 V リチウム巧池）は充逗禁止 
でず。紀巧に充逗しないでくだでい。 

• 軍池を巧おする場合は、接点にテープをお 
るなど紀縁してください。巧まを他の金属 
と接触すると、破裂、発火の原因とな0ま 
ず。 

• 逗ミ由はの巧の手の届かないところに面いて 
ください。万一运地を飲み込んだ場合、逗 
油び壊れて犀池のあで胃、腺などび損傷ず 
る巧れがありますので、直ちに医師と相談 
してくだでし、。 






im 前に 
sm 作をおほえ 

muj：3 



電池の入れかた 



メインスイッチを "OFF" にしてか5巧つてくだ 
ごい。 


1パッテリーきカバーを巧けまず。 

硬貨などを利用し、矢印ち向に回して開けてくだ 
ごい。 
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2 3 V リチウム電池 （ CR 2) 2本をバッテリー 
ま巧の表示に従って正しし個きで入れまず。 


♦ 涅池の向さを間違えると、カメラび作動しないばかりで 
なく、巧廣の原因となります。 


〇カパーを元巧 D に巧ゆまず。 







〈パッテ U —チェック> 〈里おの 時期〉 


应 


巧 巧を交巧して<だ 
ごし、。 



〈パッテリーチェック〉 

電池を入れた後、カメラを一度作動させてくださ 
い。表示パネルに —a— (バッテリー晋告マー 
ク）が表示されなければ、電池の電圧は正常で 
す。 


〈巧池の嫌時期〉 

表示パネルに"〇1’マークび点丹した5、電池 
交換の時期です。メインスイッチを "OFF" にし 
てからカメラのバッテリー室カバーを開けて、新 
しい電池と交換してください。 

• " cr マークび点灯してからち撮影はでさますび、 
すみやかに巧池を交換してくだごい。覃池容置び使用 
限界を超えると、表示パネルの " C ■’マークび点滅 
または消灯し、カメラは作動しなくなります。 

• 電池によってはその性質上、装着時一時的に巧圧び低 
下し、"〇"マークが点灯することびあ0ます。巧 
品電池装着後すぐに — CI ’ マークび点灯した場合は、 
—度メインスイッチを ‘ OFF ’ にし再度 " ON ' にし 
てくだごい。この操作を巧って — C ■—マークび消え 
たらそのままお使いいただけます。 
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レンズの取りがけ yW りはずし 



<レンスの取0付け〉 

まずカメラのボディキャップとレンズのをキャッ 
プをそれぞれ回してはずしまず。巧にレンズ側の 
赤おをカメラ側のレンズ指標にさわせてはめ込 
み、時計方向に"カチッ"と音がして止まるまで 
回して取り付けまず。 

•ホ点を指標に合わせずに差し込み、レンズを回しな 
びらカメラのマウントにはめ込むと、レパー等に無 
理な力び加わ0カメラの故障や破損の原因にな0ま 
す。 
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<レンスの取りはずし〉 

レンズ取りはずしポタンを押しなが5レンズを反 
時計方向に止まるまで回し、前方に引き出しては 
ずしまず。カメラか5はずしたレンズにはレンズ 
キャップとをキャップ、またカメラにはポディキ 
ャップをかぶせて巧護ずることを忘れないで < だ 
さい。 

• レンス着脱の際、レンズ面やボディ巧部におれない 
で < ださい。 

• フィルムび入っているげ態でレンズを着脱するとき 
は、直射日光を避けてください。 















OFF 巧旗 


電源の " OFF "、" ON " および " AEL " ( AE □ッ 
ク）の切0替えを行いまず。 

♦誤作動を防ぐためメインスイッチは、クリックの位 
置にとめてご使用ください。 

OFF ： 赤マークび見えないとを 

カメラの軍源び切れ、 "OFF の状態になってし、 
ます。カメラを使わないとさは、不用意にシャッ 
ターび切れないよラにメインスイッチを "OFF 
にして < ださし、。 



ホマ^ク 


J 状 お 



AEL (AE □ック巧臘 


" ON " マーク 

カメラの軍源び入ります。 

" AEL " マーク 

逆光での撮影や、動<被写体を一定の露出で連続 
撮影するなど、露出を固定 （AE □ック）したし、 
ときに使います。 

• 詳しくは P49 をご覧ください。 
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ファインダー巧表巧おぶび表承パネ/レ 



ファインダー巧表示は、次の操作をしたとをに表 
示され、1目秒間表示したあと自動的に消える省 
電設計になっています。 

① メインスイッチを "ON’ したとき。 

② メインスイッチ —ON— の状態で、シャッター 
ボタン半巧しで表示されます。また表示中にダ 
イヤル等を切り替えたときは、表示はさらに 
1目秒間延長されます。 


〈ファインダー巧表示> 

ファインダー内表示は、絞り、シャッタースピー 
ド、などの表示の他に、露出メーターやフィルム 
カウンターなどび表示される、情報集中ファイン 
ダーです。 

スト□ボマー■ク： 

TLA フラッシュシステム使巧時、充電び完了する 
と"ろ"マークび点巧します。また TTL 調光び的 
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確に行われたとさは撮影後に 2 秒間点滅します。 
( P 已4、已已） 


シャッタースピード： 

シャッタースピードは1/4000砂から1目秒までび 
表示され —4000’ は1/4000砂、 " I 2已"は 
1/12已秒、 "1 目-—は1目砂を表します。 ( P 32) 

巧0値： 

絞り便先オート撮影 ( Av ) とマニュアル撮影 
( M ) のときはセットした絞り値を、シャッター 
便巧オート撮影 （ Tv ) とフ□グラムオート撮影 
( P ) のときはシャッタースピードに応じた絞り 
値を表示します。 （ P 32) 


測光 マーク： 

測光ち式と AE □ックの表示をします。 

評価測光のとき：—闽"マークび点丹します。 
( P 44) 

中央重点平均測光のとき："〔〕’マークび点 
灯します。 （ P 4 已） 


スポット測光のとき： "じ J — マークび点灯し 
ます。 （ P 4 己） 

評価測光で AE ロック：マーク内の 
"田—マークび点滅します。 

中央重点平均測光で AE □ック："〔〕"マー 
クび点滅します。 

スポット測光で AE □ック： — 〔•〕•マーク内 
の"*"び点滅します。 

" M " マーク： 

惡出モードを" M " および" X "に設定したとき 
表示します。 （ P 41、 已 9) 

岳出補正マーク： 

涯出補正ダイヤルを" 0" 政がの値にすると"+~ 
または"一"び点滅表示されます。 （ P 47) 

岳出醫告マーク: 

才ート露出モード （ Av 、 Tv 、 P ) 時、オート露 
出連動範囲がの才ーバー•▲"、アンダー" ▼" 
を点滅表示します。 
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密出メーター： 

露出モードにぶ D 次の表示をします。 

0 ) オート露出撮影 （ Tv 、 Av 、 P 、 モード） 

測光モードび"評価測光"時のみ表示し、 
中央重点平均測光値との差を表示します。 
( P 40) 

巧マニュアル露出撮影 " M — 及びスト□ボ撮影— X " 
露出設定値と（設定した測光モードでの） 
適正露出との差を表示します。 （ P 41) 

戍バルブ撮影 
表示されません。 

フイルムカウンター： 

フイルムの撮影枚数を表示します。（日〇〜39、 
4日枚目が降は E ) また、次のような表示もしま 
す。 

• セルフタイマー時の残り時間表示 （1 日抄〜日日まで)。 
• A ■日- C 撮影 （3 コマ連続自動 巧 出補正）時の作動順 
巧 

• 撮影フイルム終了表示 


績示パネル〉 

(この図は説明のために全情報を表示したちので、実 
際の表示とは異なります。） 


旧0 マー ク 


フイルムカウンター / 
フイルム感度 


DX マーク 


バッテリー警告 
マー ク 


ドライブモードマーク 











< 表示パネル〉 

フイルムカウンター/フイルム感度： 

フィルムの撮影枚数を表示します。また"に〇ボ 
タン"を押すと’フィルム感度' 表示になります。 
フィルム感度を " DX " にセットしておくと、 
DX フィルム使用時は DX で読みとった—フィル 
ム感度"表示をします。まに、なのような表示を 
します。 

• たルフタイマー作動残り時間 
• バルブ撮おの経過時間 
• A ， 日， C 擴影時の撮影順巧 
• カスタム機能のわット巧態 
• おおフイルム終了時の表示 


旧0マーク " ISO " : 

フィルム感度表示にしたとを、あるいはフィルム 
感度をセツトするとをに表示されます。 

DX マーク " DX " : 

DX コードによる自動セット状態のとをは、常に 
" DX " が表示されます。 

バツテリー巧告マーク " a " : 

電池の交換時期を表示します。 

ドライプ モー ド マーク： 

セルフタイマー撮影モード"公— 

1コマ撮影モード" S " 

連続撮影モードて:— 

多重盛出モード " 0 " 
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フイルムのスれ方が 


裏ぶた□ック 



1 裏ぶた□ック解除ボタンを巧しなが5哀ぶた 
開放レパーを下へスライドさせ、裏ぶたを開 
けまず。 


• フィルムを入れるときは、カメラの巧側に入つている 
r イ呆譲シート J を必ず取りはずしてください。 

• DX 接点やデータパック用接点は、むやみに軸れたり、 
巧したりしないよラに注意してください。 

• フィルムの出し入れは、直射曰光を避けてくださし、。 
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図のよラに、フイルムを斜めにして入れまず。 


シャッター幕について 

シャッター幕は精密部品ですので絶対に指で触 
れた〇フィルムの先端でついた0しないでくだ 
さい。特にフィルムの先端がシャッター幕の上 
にあるが態では、絶対にシャッターを切らない 
で < ださい。 





























スフール 



3 フイルムの先端をオレンジ色の " r マーク 
の位面まで引き出し、そのままスプールの上 
にのせまず。 

このとき図のようにフイルムび浮き上び5なし、よ 
ラにしてくださし、。 

' -- - V— ^ 

• フイルムの先び長く出ている場合はそのまま入れず、 
パト□ーネに巻さ戻して長さを調節して<ださい。 



4まぶたを確実に巧めまず。 


裏ぶたを閉めるとフイルムび自動的に1コマ目ま 
で空送りごれ、フイルムカウンターは"日 r に 
なります。 


フイルムカウンターび "00’ のままで点巧している 
場合は、フイルムが正しくなられていまはん。 薦ぶ 
たを開け、ちラー度入れなおしてください。 
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フイルム感度のセツトのしかた 



フィルム感度のセットは、 DX コード利用による 
自動セットと、任意の感度をセットする手動セッ 
卜の2通りの方まびあります。 

メインスイッチ "ON ■時、表示パネルに 
—DX- び表示ごれているときは、 DX コード 
による自動セットになります。 DX コード付を 
のフィルムをご使用になる場合はそのままお 
使いください。 " DX " び表示されていないと 
きは、必ずフィルム感度を手動でセットして 
<ださい。 
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漏バネル 


DX の 
表示あり 



DX コード巧フイルムを使用すると、フ 
イルムおちが自®的にセツトされます。 


■ " DX " にセットしたとさ 
(自動セットモード） 

DX コード付きのフィルムを使ラとを、カメラび 
フィルム感度を旨動セットします。 DX コード付 

きフィルムは旧025〜5000まで使用できまず。 

"DX" のマークと感度はフイルムのが箱に表示さ 
れています。 


• DX コードのないフイルムを入れると、に0100に自 
動セツ S されます。 














が u はル 


DX の表示なし 



フイルム巧度は有®的にセツトされま 
せん。必ず手動でセットしてください。 


■ 任意の感度をセットしたとを 
(手面セットモード） 

DX コードのないフイルムの感度セットや 、 DX 
表示と異なる感度に変えたい場含に使います。 

• フイルム感度は、6〜64日日の範囲で1/3段ごとにセ 
ットでさます。 

♦任意の感度にセットすると、 DX コード巧さフイルム 
使用時を手動セツトした値になります。 


に0ボタン 



点巧ずる 
まで押ず 


1 メインスイッチを " ON " にして、旧0ボタ 
ンを、表示パネルの r フィルム感度 J 表示び点 
液ずるまで (が12秒）巧し病けまず。 

点滅に変わった5、ボタンか5指を離してくださ 
し、。 
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アツフボタン 



2 " アップボタン" （ ISO ボタン）または"ダウ 
ンボタン"（ドライプモードボタン）を押し 
て、 " DX " またはさわせたい感度値にしまず。 

ボタンを1回巧すと、フィルム感度げ1/3段階ず 
つ変化します。 



DX 一 D 一8一 10一 


一已000一6400 



(ボタンを巧し続けると連続して変化します。） 



3 メインスイッチをいつたん " OFF ' にして< 
ださい。これでセット完了でず。 

• シャッターボタンを半巧しする、またはそのまま1日 
抄間経過してらセットされます。 

• セットび完了ずるとフイルム感度表示はフイルムカウ 
ンター表示に戻ります。 


セットしたフィルム感度は、次にセットし直ずまで 
記憶されまず。 

























〇ィルム感度の確認のしかた> 

メインスイッチび — ON " のが態で、 ISO ポタン 
を巧すと、図のよラに、フィルム感度が約16秒 
間表示ノ f ネルに表示されます。 

DX 自動セットのときは " DX とフィルム感度’ 
び表示されています。 


羅おモードレバー 



露出モードの切0替えに使用します。否出モード 

ロック巧除ポタンを巧しなび目函出モードレバー 
を回し、拓出モード指標をそれぞれの位国にをね 
せて < ださい。 

各露出モードの詳細は、 P 34 〜42をご覧くださ 
し、。 
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ドライブモードボタン 



撮影目的に応じて、1コマ撮影’ S " —連続撮影 
" C " ーセルフタイマー撮影"公—一を重露出撮 
影 " 0 " の4つのドライブモードを選ぶことび 
でさます。 

1 メインスイッチを " ON " にして、ドライプ 
モードポタンを表示パネルの r ドライプモー 
ド」表示び点滅ずるまで（巧2巧）押し続けまず。 

点滅に変わったら、ボタンから指を離してくださ 
し、。 
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ポタンを押すごとに、ドライブモードび図のよラに 
切0替わ0ます。 



2 " ドライプモードポタン"（ダウンボタン）ま 
たは " ISO ポタン"（アップボタン）を押し 
て、希望のドライプモードにしまず。 























3 シャッターポタンち半押しずると、ドライプ 
モード表示び点打にをわりまず。これでセツ 
卜完了でず。 


• メインスイッチを操作する、巧出モードを変えるなど 
他の撮お操作を巧ラか、またはそのまま8砂間経過し 
てを表示は点滅から点灯に変わ0ドライブモードびセ 
ットされます。 

• セルフタイマーモード■む"およびを重盈出モード 
—旦’の場合は点滅表示のままです。 

• "0' および■旦’に t ット時、メインスイッチを 
" OFF - にすると‘む-および■呂"は解除されま 
す。また;欠にメインスイッチを " ON " にしたときド 
ライブモードはで"になります。 


" S " …1コマお影 

カメラのシャッターボタンを押すごとに1コ 
マ分撮影ごれ、巧の巻さ上げび行われて停止 
します。 

" C " …連統 SR 

カメラのシャッターボタンを押している間、 
最高約3コマ/秒の連続撮影びでさます。（撮 
影コマ速度は、シャッタースピードやフィル 
ム感度、データバックの写し込みあり/なし、 
使用する軍池の状態などにより変化します。） 

•む。 …セルフタイマー纪巧 

セルフタイマー撮影になります。 

詳しくは P 62 をごち < ださい。 

"百]"…みま S 出なお 

多重强出}最影をするとをにセットします。 

詳し <はド60をごち <ださい。 



シザジタ—ダイ ヤル 


測光レバー 



撮影フィルムへの露光時間を調節するをので、 
"Tv" (シャッター涯先才ート）および" M— (マ 
ニユアル露出）のとき使用します。シャッタース 
ピ ーK は、 4S (4 秒）〜4000 (1/4000 秒) 
の範囲で1段ごとにセットできます。 

■シがッター ダイトルはクリックの位置に止めてご使用 
<ださい。 


このカメラには評価測光 —ffi— と中央重点平均 
測光およびスポット測光—国"の3通 
りの測光ち式びありその切り替えを巧います。各 
測光ち式の特徴は P44 をご監ください。 
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ピントの含かだかた 


を フォー 



このカメラはフ オーカ シングスクリーン FU — 4 
(水平スプリット/マイク□プリズム式）び標準装 
備されています。ピント合わせは、ファインダー 
中央のか平スプリット部、マイク□プリズム部、 
または周巧のマット面で巧います。 

〈水平スプリット部の巧合〉 

ファインダーをのぞさなび5距離リングを回し 
て、中央にある上下に分割された像び一致するよ 
ラにします。ピントび合っていないときは、スプ 
U ット部の像びズレます。 



〈マイク□プリズム部、またはマット面の巧合> 

レンブの距部リングを回して、マイク□プリズム部 
か周辺のマット面の像びはっきり見えるようにしま 
す。ピントびをっていないときは、マイク□プリズ 
ム部では羊ヴギヴに、マット面ではボケます。 

• 暗いレンスを使用したとさや、高倍率での接写時には、 
ピントび合わせにくくなることびあります。このとき 
は周囲のマット面でピントを合わせてくだごい。 

• 遠視-近巧のかたは、別売の FL タイフの視度補正レ 
ンスをご利用くだごい。一己 D 〜+ 3D の8種類びあり、 
接眼部に取り付けて使用します。 CP84) 
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カメラの應ぶ力 I た 


(0 脇をしめてカメラを巧定ごせる。 
( 2 )写す瞬間、呼吸を止める。 

が手にあまり力を入れず、静かに 
シャッターボタンを押す。 



ピントび合った美しい写真を撮るためには、カメ 
ラをしっかり構えることび大切です。ピントび悪 
し、写真の多くはカメラぶれび原因です。 


カメラは横位置の他、状況により縦位置で構えま 
すび、いずれを自分にあった姿势を研究してくだ 
ごい。建物や木立などを利用して体やカメラをま 
えることを効果的な方まです。 
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フイルムの巻ま房し 



フィルムをを部写し巧えると自 B 的に巻き戻しび 
おまりまず。 

昔き戻し中はフィルムカウンターび減算表示し、 
巻さ戻しび終了するとモーターが停止しフィルム 
カウンターびで〇"で点滅します。 

モーターび停止し、フィルムカウンターび "00" 
で点巧していることを®認してから、裏ぶたを閱 
けてフイルムを取0出してください。 


• フィルムの取り出しは直射日光を避けてください。 


途中巻を戻しポタン 


• きき戻し後は、必ずフィルムを取り出してください。 
巻さ戻しをは、一度 再ぶ たを開けるまでカメラは作動 
しません。 

• 取り出したフィルムは早めに現像に出しましよラ。 

• 規定枚数しソ上撮おすると、最後のコマは現像処理巧階 
でカツトされることびあ0ます。 


フィルムの途中での巻を戻すとさは、途中巻さ戻し 
ポタンを、巧巧のストラッフストッパーの先靖で巧 
してください。 （かなどのがく尖ったものでは押さな 
いで < ださい。） 






































シジタース ピードと綾り禮の表示 


シャッタースピードおよび絞り値はなのよラに表 
示されます。 

• シゎッタースピードの表示は "4000" (1/4 日00巧) 
から "16" ’ （16 秒）まで表示されます。カメラの 
巧出モードび -Av"、‘P" のときは絞りに応じた値を 
1/2段階ごとに、 "Tv— ‘M" のときはたットした値 
を表おします。 

■X’にセットしたとをはシゎッタースピードは 
‘12己’び表示されます。 

■曰’にセットしたとさはシゎッタースピードは 
"bLb' と表示されます。 

•絞り値は、使用レンスの絞り範固ので1/2段階ごとに 
値び表示されます。ただし、1/2段のさらに間で作動 
するとをは近い表示で示されます。たとえば絞0値び 
f3.3 のとをは —3 .己’と表示されます。 
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シ V ッター スピード 

絞 0 値 

Av または P 

Tv または M 

全モード 

4000 

4000 

32 

2800 


27 

2000 

2000 

22 

1400 


19 

1000 

1000 

16 

700 


13 

500 

500 

11 

350 


9.5 

250 

250 

8.0 

180 


6.5 

125 

125 

5.6 

90 


4.5 

60 

60 

4.0 

45 


3.5 

30 

30 

2.8 

20 


2.4 

15 

15 

2.0 

10 


1.7 

8 

8 

1.4 

6 


1.2 

4 

4 


3 



2 

2 


0"7 

V* 

V, 


VA 

1 


2" 

2" 


2"8 



4.’ 

4" 


5"6 



8" 



11" 



16" 










握巧巧レまレぶ 3 



篇出モードの撕 


捐I银影 目的や用途に応じて、次の 巧 出モードび選 
ベます。 

Av ： おり® t 才ート 

絞りをセットすると、被写体の明るさに応じて力 
メラげ自動のにシャッタースピードをセットしま 
す。被写界深度を利用しての撮彩に適しています。 

Tv :シャッター宙巧才ート ( MM レンス装ち 
時のみ） 

シャッタースピードをセットすると、被写体の明 
るごに応じてカメラが自動的に絞りをセットしま 
す。動きのあるスポーツなどの撮影に適していま 
す。 

P ： ブ□グラムオート （ MM レンス装ち時のみ） 

あらかじめプ□グラムごれている絞りとシャッタ 
ースピードの組み 含 わせの中から、被写体の明る 
ごに適した組み合わせをカメラび自動的に選びま 
す。 

巧 出を気にする必要びないので作画に専怠した 
り、シャッターチャンスに専怠で:きます。 


34 


M :マニュアル S 出 

絞0とシャッタースピードを撮影意図や目のに合 
わせて任意にセットし、撮影するち法です。また 
意図的に溝出オーバーやアンダーにすることを蘭 
単にでさます。 

X :ストロポ脈 

当社専用スト□ボ連動接点のない、X接点のみの沉 
用スト□ボを使用するとをに、この位置にします。 
シャッ タースピードは1/12已秒になります。 
詳しくは、 「TLA スト□ボ似がのX接点を利用した 
他のスト□ボによる撮尉 (P59) をご IK ださい。 


B :パルプ 

長時間 留 光を必要とする夜間播影や天体撮おを行 
うときに使用します。 

• AE レンズ装着のときは、 —Tv’、‘P— で馆がすること 
はできません。 ‘Tv’、‘P’ にセットされていても、 
実傑の«巧は —Av で巧われます。 

• レンス未装慧のときは、 Tv’、 ‘ドにセットされて 
いても目動的に ‘Av になります。 



紋り麽先才ート撮影 [ Av ] 



2 巧りをセットし、伍がしまず。 

レンズの絞り U ングを回して絞りをセットす 
ると、絞りに応じた適正シャッタースピードび自 
動セットされ、ファインダー内に、セットした絞 
りと自動セツトされたシャッタースピードび点灯 
します。 



作例 1:F1.4 作測 2:F16 

シャッタースピードダイヤルはどの位置にセット 
していてちかまいません。 


作硏 1:絞りを開けて撮おすると、鮮明に写る範囲 C* 
被写巧深度）び拱くなります。被写体を浮かび上が日せ、 
背浸をぼかしたいとさなどに利用します。 

作妍2:絞0を絞りをんで撮影すると鮮明に写る範囲 
(* 巧写巧深度）が広くな0ます。被写体ち背民ちお明 
に写したいとさなどに利用します。 

幸目的に合わせて絞りを謂節してください。また、被写 
巧深度の詳細は P70 をご M ください。 
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1 酉出モードレバーを " Tv " にし、レンスの 
较りを緑色の最小巧り（絞り値のちち大きい 
数値）にセットしまず。 

MM タイフのレンズでは，フ□グラムオート、また 
はシャッター巧巧才ートおお時のセット巧 a としで、 

狡 0U ングの最ル絞りび録をで表示されています。 

〇シャツタースピードをセットし、活おしまず。 
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作例 1:連いシヤツター 作例 2:遅いシャッター 
スピー ド スピー ド 


シャッターダイヤルを回してシャッタースピード 
を t ットすると、シャッタースピードに応じた適 
正絞りび自動セットされ、ファインダー内に 、 t 
ットしたシャッタースピードと自動 t ットされた 
適正絞りび点丹表示します。 

作例 1:被写巧の動をの瞬間を撮影したいとをは、速い 
シャッタースピードにセットします。 

作例 2:水の流れ等を表現したいとさは、遅いシャッタ 
—スピードにセットします。 

• 遇いシャッタースピードのときはカメラぶれ防止のた 
め王脚をご使用 < ださい。 












巧 D 值 

設定絞り值 


開放おり値 


<シャツター宙先才ート ( Tv ) におけるシフトおよび||告> 

/ 泣出制御お囲 シャツタースピード：点灯（シフト値） 


シャッ タースピー ド：点灯（セット値） 

シャッタースピード：点灯（シフト値） 

国 ■■■■■■■■■■■■ 

巧り値：点口 


絞0値：屏お 
I 絞0値：点灯 


ク 


点巧 


シャッター 
^ スピー ド 


16秒 


セツトしたシャツタースピード 1/4000砂 


■:セットしたシャッタースピードによる制御巧囲內 
■ ■ ■:シャッタースピードシフトによる制御範囲內 
I .」:制御巧画が（警告領域） 


—Tv> モードの場合、セットしたシャッタースピー 
ドでは、適正絞り値び絞りお囲外になるとさ、適正 
巧 出を得るため自動的に遇〇シャッタースピードに 
シフトごれ、巧に適正な出になるよラに調酱されま 
す。このと定シャッタースピ…ド表示はシフトした 
値になります。自動シフトしたシャッタースピード 
は、16が〜1/4000砂まで連巧)します。 


• セットしたシャッタースピードよ0ち適正シでッター 
スピードび早い場合には絞0表示び点滅します。この 
とをは、絞りび最ル絞りになつているか確認してくだ 
さし、。 

♦ MM レンズを最ル絞りとは異なる絞りにセットしたと 
きは、セットした絞りと開放の間で絞りが自動セット 
されます。 
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プ £7 グラムオート撮暴が巧 (MM レ. 



1 S 出モードレバーを " P " にし、レンズ絞り 
A を掠らの最小较り娘り値び最も大きい数値) 
にセツトしまず。 


9揉影しまず。 

イ^明るさによりプ□グラムされた絞りとシャッ 
夕ースピードの組み合わせび自動的にセットご 
れ、ファインダー内に、自動セットされた絞りと 
シヤッタースピードび点灯表示されます。 
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プログラムオート制御図 


( F 1.4 レンス使用、150100.ド16にセツト） 
EV 値 
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シャツター スピード（抄) 


〈プ□グラムオート制御図〉 

プ□グラムオートでの絞りとシャッタースピード 
の組み合わせは図のよラになります。 

• MM レンスを最小絞ウとは異なる絞りにセットしたと 
きは、セットした絞りと開放の間で絞りび自動セット 
されます。 










































〈オート B 出 flK 時の SB 出醫告巧示> 



巧 出オーバー11告 巧 出アンダー11告 


才ート里出括駭 ( Av 、 Tv 、 P ) 時のご注意 


けート度出撮影時の里出酱告表示> 

ま出才ーバー醫告 

巧出酱告マーク" ▲" び点滅するときは、露出才 
-バーになります。被写体が明るすざますので、 
絞りを調碧し直して、" ▲" び消えるよラにして 
ください。また、別売りの ND フィルター（光量 
制限用）で光を調整することがでさます。 


岳出アンダー g 告 

露出酱告マーク‘ ▼" び点滅するとさは、露出ア 
ンダーになります。被写体が暗すざますので、照 
明を加えて被写体を巧る<したり、絞りを変えた 
りして’ ▼" が消え苗よラにしてください。また、 
専用のスト□ポを使ラと明るくされいな写真が撮 
れます。 


疫出オーバー/アンダー巧告時でち、シャッターボタ 
ンを巧せば撮おでをます。 


39 






〈評価測光モード時の R 出メーター表示> 

IS1 IS1 

国国国 

差び 0.5 EV ア塞びないとさ 善び 2.0 EV が上 
ンダーのとさ オー ノ て一 のとさ 

〈評価測光モード時の度出メーター表示〉 

測光モードを"評価測光"にずると酉出メーター 
が点なし、中央重点平均測光値との差を表示しま 
ず。 

中央のノ く一のみ表示のとさは中央重点平均測光値 
との差はあ0ません。差び0.已 EV ごとにバーび 
点打表示されます。差び2.0 EViU 上のときは 
"バーと▲-び点な表示されます。 
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♦ — または’▼’び点滅するとをは！!出オーバーま 
たは巧出アンダー巧告です。 P39 の説明に従って巧 
出を調節してください。 

•測光モードび中央重点平均測光■し J" 及びスポット 
測光 —(}[]" のとを、巧出メーターは表示されまだん。 
• 各測光モードの特'助については P44 をご K ください。 


〈アクセサリー使用上のご注意> 

開放 F 値び已 .6 より暗いレンズ、または自動絞り 
の連動しないアクセヴ U — (才ートベロース PC 、 
マイクロスコープアダプター、接写リング 
7.己 mm 、 U パ‘ースリングなど）を使用する場合 
は次のことにミ主意してくださし、。 

(1) ファインダー内の絞り表示は**1.4"に固定さ 
れますが測光機能は正常に作動します。 

感 " Tv "、" P " での撮影はできません。 " Av " ま 
たは" M ' にして撮影してくだごい。 



1 里出モードレバーを" M " にセットしまず。 


2 シャッ タ—スピードと巧りをセットし、 巧 お 
しまず。 

シャッタースピードはシャッターダイヤルで、絞りはレ 
ンスの絞り U ングでセットします。 

ファインダー巧には、セットしたシャッタースピ 
-ドと巧りび点灯表示されまず。 

苗出メーターにはセツトした測光モードでの適正 



巧 出との差び点灯表示されまず。シャッターダイ 
ヤルまたはレンズの絞りリングを動かし、亞出メ 
一夕一表示を"適正"にして巧おしてください。 


■出メーター表示巧！ 

^^^1 1 ^^^ 

1 EV 才ーパー 這正 2£\/しッ上アンダー 
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1 苗出モードレバーを"日"にセットしまず。 


〇巧りをセットし馆おしまず。 

シでッターボタンを押している間シャツターび開 
いて露光ごれます。 
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• カメラぶれを巧ぐため、王脚で固定するか、安定した 
台などに置さ、別売りのケーブルスイッチ L をカメラ 
に接続して撮影して < ださい。 

• 巧光中、表示パネルのフィルムカウンターはバルブ撮 
影の経過時間を示すタイマー表示に切り替わります。 
表示はで’ 00" から" 9' 己が （9 分已9砂）まで力 
ウントごれじ(後その繰り返しになります。 

• 捉光中は、ファインダー巧表示びすべて消えます。 











いろいろな拓巧 




このカメラには評価測光と中央重点平均測光及び 
スポット測光の3通りの測光方式があり、測光レ 
バーで切り替えます。撮影条件や撮影意図により 
使い分けると、よ0精度の高い効果的な写真撮影 
び行えます。 
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<巧腳化> 


上面 


飞 a n 



測光巧ち分布図 

〈評価測光〉（苗マ—ク） 

評価測光は、撮影画面を図のように已分割し、そ 
れぞれの部分を独立して測光し得られたデータか 
5被写体の条件に最適な露出値を決めます。この 

ため、一が的な撮影はもちろん、逆巧などの巧お 
でも自西!的に S 出捕正されまずので、苗出補正を 
気にせず法おずることができまず。 












<中 SMiS 平均撕が> 

<スポット測光> 

上面 


' で 

上面 

f 、1 

/ 、 

底面 

1 

底面 

測光感度分巧図 

測光' 巧 度巧巧図 


仲巧重点平均測光〉（□マーク） 

主にファインダー画面中央部の被写体の明るさを 
重点的に、かつ周辺部の明るさを加巧して測光を 
巧い、露出値をミ夫定するち式です。光の変化が激 
しいところでちよく対応しますので、 一がの揉お 

はちちろん、動をの激しいちので を容易に 强 出を 

ミ夫めることびでをます。 


<スポット測光〉（田マーク） 

ファインダー画面中央のほぼマイク□プリズム部 
のが周の円内にあたる被写体の明るごのみ測光し 
て、露出をミ夫めるち式です。 

たとえば、逆光の人物や特定の部分にライテイン 
グを活かした舞台撮影など、 被写体と背 S の明る 
さび巧端に這ラ場合、 また画面効果を考えて、 巧 
に被写体の一部分だけを測光して巧おしたい巧合 
などは、このスポット測光を利用します。 


このカメラは測光系の特性によ0、開放 F 値び5.已よ 
0暗いレンス使用時、またはムターや接写アクセヴ 
リー（才ートべ□—ス PC、 マイク□スコープアタフ 
ター、オート接写 U ング、 U バースリング等）を使 
用して実絞0値び 5.6 よ0暗くなるときは、スポッ 
卜測光を巧ラと測光誤差を生じることびあ0ます。 
このような条件で使用するときは中央重点平巧測光 
にして巧がしてください。 



□範圃巧に色で表示してある 
シャツタースピー ドの16 
秒から1/4000秒は、オー 
卜巧出撮影時にカメラが正 
常に測光を行う範囲です。 

□範囲巧に色で示してある部 
分は、に0100フィルムで 
F1.4 レンス使用時の測光 
連動範固を示します。 


&超囲> 

表は、絞り、シャッタースピード、 EV 値の相互関係を示すちので、使 
用レンスの測光連動範囲を表しています。たとえば中央重点平均測光 
時にに0100のフィルムで F1. 4レンスを使用した場合、絞り表の 
に mo 日のI 頁の "1.4" と’16-(フラナー T* 已 0mm の最小 
絞り値は F1 6です）か5斜めに延長した線上で垂直線 （EV 
線）と水平線（シャッタースピード線）が交わる点び示 
す両端の範圓すなわち EV ‘2—か 5 EV "20" が 
F1.4 レンスの使用時の測光連動範囲です。 

《EV 値とは、巧出計の連動範圃を示す数値で、 
が光の明るさび一定のときに、フィルムに 
^同一巧光効果をちえる絞りとシャッタ 
な^,ースピードの組み合わせを示すちの 
です。たとえば、表により EV 13 
可ま、 F16、 1/30秒でも Fa 
1/12已巧でち同じお光な 
果が得5むることがわ 
か0ます。 


1 I I I I I I I I I ! I I I I I I I I 

2 3 4 b 6 T 0 9 ，0 リ Y7 U 14 け】 6 け け 巧 ？0 



口10 のロロなな〇, 


口 33SR 





































露出の補正 


撮影のとさ、主要被写体とその背景に極端な明暗 
差があるために、そのままでは主要被写体に適正 
醒出び得られない場合、あるいは意図的に露出才 
—バ ー、 アンダーの写真を撮りたいとをには、な 
の3通りの露出铺正ち法びあります。 

<1•厘出補正ダイヤルの利用> 

露出モードび " Av ’、" Tv —、— P — 、 " M " いずれ 
の場合ち通常は度出補正ダイヤルを" 0" にセツ 
卜しておをますび、露出を補正するとさは、露出 
補正ダイヤルを回して希望する補正値を惡出補正 
指標に合わせてください。補正値は +2 EV 〜 
-2 EV までの範囲内で 1/3 EV ごとにセツトする 
ことびでをます。露出補正ダイヤルを" 0" 政が 
に合わせると、ファインダー内に、補正に合わせ 
て"+’または—一—マークび点滅し補正中であ 
ることを表示します。 



■出モード 纖巧補 IE する巧ち 

絞り巧先才ート (Av) シャッタースピード 
シャッター—卜 (Tv) 絞0 
フ□グラムオート （P) 絞りとシャッタースピード 

♦ "M" 時は、巧出補正ダイヤルによる露出補正はでさ 
ません。巧出を補正するときは、巧出メーターに適正 
巧出との"差"び表示されますので、シャッタースピ 
ードダイヤルまたは絞0リングを動かし、メーター表 
示を希望する’差"（補正里）になるようにして撮影 
してくださし、。 

• 撮影が了をは、必ず補正ダイヤルを’0’ に戻してく 
ださい。 












1 =- 


(補正なし) 



逆光保おなどのときは ••• 

"+1/3"〜"+2"の範囲で捕正しまず。 

中央重点平均測光の場合、逆光や明るい空、海を 
バックにした人物、または窓辺の人物などのよラ 
に明るい背景び撮影画面に占める割合が大さい場 
合、人物は露出アンダーになり、シルエットのよ 
ラに暗くなります。 

このようなときは、露出を+1/3〜+ 2の範囲で 
補正して、露出を多く与えます。 



暗い背是などのときは ••• 

"—1/3" 〜"一2"のあ囲で铺正しまず。 

スポットライトに照6し出された人物などのよう 
に、暗い背景が撮影画面に占める割合び大さい場 
合、中央重点平均測光で撮影すると人物は露出才 
ーバーになり白っぽくなります。このよラなとき 
は、露出を一1/3〜一2の範囲で補正して、露出 
を少なくして撮影します。 





<2. AE □ックの利用 > 

オート露出撮影時に、被写体の露出（絞りとシャ 
ッタースピードの組み合わせ）を記憶する機構で 
す。逆光時での撮影や動く被写体を一定の露出で 
連続撮影するとをなど、露出を固定したいとをに 
使います。メインスイッチを "AEL" にセットす 
ると、セット時点の露出びカメラに記憶され、そ 
のままシャッターボタンを巧すと背景や明るさの 
変化に関係なく記憶された露出でシヤッターび切 
れます。 


1巧図ずる巧図のうち、まずま要が写化にファ 
A インダーの 中央部分を向け、 メインスイッチ 
を " ON " 一 " AEL " に切0替えまず。これで度 
出び固定 （ AE □ック）されまず。 

特に狭い範囲に露出を合わせたいとをは、測光レ 
バーをスポット測光にして AE □ックしてくださ 
い。 

♦ AE □ック中は、ファインダー巧の測光マークげ点滅 
にをわ0ます。 

♦ AE □ックのセットは、ファインダー巧表示げ点巧し 
ているときに行ってください。 
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2 フアインダーを元の意図した括図に戻して巧 
影しまず。 

♦ AE □ック中は、留出び記愤ごれ続け、何度でち同じ 
霜出値で摇おできます。表示は省蜜のため16抄経過 
後に消なします。 

♦連病撮影（ドライブ亡ード "C’） するときち、あら 
かじめ巧写体の明るさを AE ロックしておけば背景の 
変化による影巧を受けずに同じ露出の写真び得られま 
す。 

• このカメラは、シャッタースピードと絞0の組み合わ 
せで得られる巧出を記憶する、像面光至記憶方式を採 
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用しています。例えば、 ’Av’ のときは、 AE □ック 
後に絞0を変えるとシャッタースピードち追従してを 
化し、全体の巧出重を一定に保ちます。 

♦ AE ロック中に强出補正ダイヤルを変更すると、露出 
は次のよラにを化します。 


■出モード 

絞り®先才ート (Av) 
シャツ ター拓先オート (Tv) 
フ□グラムオート （P) 


■出補正する内容 

シャッタースピード 
絞0 

絞0とシャッタースピード 


<3. A •巳で撮影 （3 コマ連続自動度出辅正)> 

このモードにセットすると、自動的にスタンダー 
ド、オーバー、アンダー、と3段階の露出バリエ 
—シヨンで連続撮影びでをます。 

非常に微妙な盛出条件のをとででち、露出ミ央定に 
気を取られることなくシャッターを巧し続け、チ 
ャンスを確実にちのにすることびでをます。 

《A B C : Automatic Bracketing Control 

A - B ‘ C 撮影は、シャッタースピードまたは絞り 
をコント□ールして自動露出補正を巧います。 


■出 モード コントロール 巧容 

絞り逐先才ート （ AV ) シサッタースピード 


シャツ ター值先オート 
( Tv ) 

フ□グラムオート （ P ) 
マニュアル （ M ) 


絞り（絞りの制御範囲をお 
える 場 台はシかッタースピ 
-ドを自動的にコント□一 
ルしまず。） 

シャツター スピ ード 
シャッター スピ—ド 



1 A ’ B ’ C レバーを苗!かし、捕正侣をセットず 
A ると、 A . B . C 想おに切り替わりまず。辅正 
幅は ±0.5 E \/、±1 E \/ の2種巧が設定できまず。 
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•盈出補正ダイヤルを "0" しソ外にたットすると、その 
補正値をき準にした A •日 ‘ C 撮をになります。 

• 撮影するごとに測光しなおし、その時の測光値に巧し 
て補正を行います。周囲の明るさのを化による影巧を 
受けずに A‘B C 撮影びしたいときは、あらかじめ AE 
□ックをしてから撮炭することをおすすめします。 

• A •日 C 撮影が降了したら、必ず ABC レバーを‘0’ 
に戻して < ださい。 

• スト□ボを併用する ABC 摇影はできません。 
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2 ドライブモードを連镜巧影" C " にして、シ 
ャッ ターボタンを巧し镜けまず。 

セットした捕正幅に従って、スタンダード、才一 
バー、 アンダー、の順で巧がし、3コマ巧おしお 
わると止まりまず。 


ドライブモードを" S " にすると1コマごとの A ’ 
己 - C 撮影になります。 

ドライブモードを•公"にすると、1日秒後に連 
続撮影による A ’ B ’ C 撮影になります。 

A ， B ‘ C 撮影中は撮影順序を示すため、フィルム 
カウンターび次のように変化します。 

スタンダード：両ちの巧が点滅 
オーバー :左側の巧のみび点滅 

アンダー :ち側の巧のみび点滅 












闘 

スタンダード 


才ーバー 


アンダ— 


例えば18コマ目から A • B ■ C 撮影を行った場合はなのようになります。 



1コマ目 

2コマ目 

3コマ目 

似を績返し） 

捕正 

スタンダ—ド 

才ーバー 

アンダー 

スタンダード 

カウンター： 

-)<- 

•冷 

/ 1 \ 

音た 

が 

左ち点滅 

表示： 

左ち、点滅 

左側点滅 

ち測点お 


• 補正幅びカメラの補正限界を越えるときは、限界補正値で撮をごれます。 

•途中で中止するときは、 ABC レバーを‘ 0" にしてくだごい。 

• A ’ B ’ C 作動中にメインスイッチを ‘ OFF " にして再度 ‘ ON ' にすると 、 A B ’ C 撮財ままた1回目より順に3〕マ分 
巧われます。 
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卜ごボ撮影 


室內や夜間の撮影で、シャッタースピードび 
1/30砂似下になるときは、スト□ボの使用をお 
すすめします。このカメラとコンタックス TLA フ 
ラッシュシステムを組み合わせるとカメラ側でス 
卜□ボ光を自動制御する " TTL ダイレクト測光' 
による撮影び巧えます。 

TLA 3 目0スト□ボをご使用のときは、必ず「別売 
アクセサリー "CONTAX TLA 3 目0スト□ボ • 」 
の項 （ P 73) をあわせてご覧ください。 

また、 X 接点のみのミ凡用スト□ボをご使用する場 
合には、露出モードレバーを" X "にセットして 
ご利用いただけます。 

〈 TTL ダイレクト測光による撮影> 

1 カメラのアクセサリーシューにスト□ポを取 
り付け、スト□ポのち源を入れまず。 

2 スト□ポを " TTL オートモード"にセットし 
まず。 

_巧輩び完了するとファインダー內に "4" マーク 
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び点巧しカメラの露出モードにより次のよラにシ 
ヤツタースピードび自動セツトされます。 


■Av (巧り度巧才ート）のとき 


mmicimm 

宜動セット 
シャツ ター 
スピード 

(硫》 

16が〜1/ 邑〇砂 1 

1/60 が 

で 0’ び点灯 

1 ぷ〇巧 

1/60 秒 

で 0’ び点灯〜 

巧お 

〜1/125 秒 

"125 - び点灯 

1/12 己秒を 巧え 
〜 1/4000 砂 

1/125 抄 

■防。相の 


■Tv (シャッター宙巧オート）のとを 

シャツター タイ 
ャルのセット 

自動セ•ット 
シャジター 
スピー ド 

(硫》 

がよ〜… 巧が 

4 巧- 0/125 秒（シャッターダイ 
ヤルのセット値のまま） 

1 ぶ 50 が 
〜 1/4000 が 

1/125 秒 

"125" び点灯 









■p (プログラムオート）のとさ 


白が巧が獻11 

目 n セット 
シャッター 
スビード 

{mo 

化げ〜 1/60 秒 

1/60 抄 

で0’ び点灯 

1 側巧 

1/60秒 

で〇-び点灯〜 

〜…2百が 

〜1/12己秒 

•125' び 親 打 

1パ2巧よ 
〜1/4000秋 

1/12己秒 

■1 おび规了 


■M (マニュアル)、X (ストロボ)、 B (パルプ） 
のとさ 

♦ " M — のときはシトッタースピードび自動セットされ 
ません。おず1/12己秒け下にセットしてくださし、。 

• セットしたシトッタースピードびファインダー巧に点 
打表示されます。 

• " X "のときはシトッタースピードび1/12已巧にセッ 
卜され、ファインダー巧に M 2 己"び点灯表示され 
ます。 

♦—日’のときは•バルブ撮影 ■ になり、ファインダー 
内に ‘ bLtr び表示されます。 


〇絞りをセツトして街おしまず。 


mre - ド 

m 

Av 、 Tv 、 

がりをセットしてください。 

M 、 X 、目 

セッ ト した絞0 で» おごれます。 


最小 絞り（緑色）にセットしてくださし、。 

P 

有動セットされます。 （ F 4: お 010 0) 


明るいときは白 K 的に絞り込みます。 


• "Tv モードのとき絞りは自動セットされません。ス 
卜□ボ撮影時は必ず絞りをセットしてください。 

♦撮影を調光び行われたとさはファインダー巧—}" 
マークび 2秒間点滅します。 

♦撮影後‘}’マークび点滅しないとさは巧出アンダ 
一になりますので、絞りや撮影距離を変えて撮影し直 
してくださし、。 

♦近接撮を時、— 4" び撮影後点滅してわ露出オーバー 
になることびあります。スト□ボのお巧説明書記載の 
撮影範囲で撮影してください。 

• ABC レバーは必ずて!"にしてくださし、。 

• ドライブモードび— C — (連続攝影モード）の場合は、 
スト□ボの性能をご確認ください。 

• フィルム感度はに02日〜日日0に連動します。（巧出 
補正は含みません。） 
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〈ス□ーシンク□撮影〉 

スト□ボ撮影で夕景や夜景などの情景を生かした 
撮影を行ラには1/30秒し U 下のス □- シンク□撮 
影び有就です。 TLA スト□ボの TTL 才ートモード 
を利巧すると簡単な操作でス□ーシンク□撮影び 
行えます。 


• ス□ーシンク□撮影ではシッタースピードび遅 < な 
りますので、カメラぶれ防止のために王脚をご使用く 
だごい。 
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通常のスト□ポ撮影 



■函 出モードび "Av— 、 ‘Tv"、-P" のとき 

構図をミ关め、メインスイッチを - AEL " にセット 
します。シャッタースピードび、自然光の測光値 
に□ックされますのでスト□ポの充電完了を確認 
して撮影してください。 

■度 出モードび" M" のとさ 
シャッ タースピードを1/30秒拟下に セッ トしま 
す。絞りを動かして自然光の測光値に麗出を合わ 
せ露出メーターび"適正"になるよラにし、スト 
□ボの充電完了を確認して撮影してください。 





〈デイライトシンク□撮影> 

屋外の撮影時に、たとえば強い曰差しの下や逆光 
下でそのまま人物を撮影すると、人物は暗くなり 
びちでず。このよラなとさは、 TLA スト□ボを使 
つて TTL オートモードで撮影すると人物ち背景ち 
されいに描写する ことび でさまず。 

■拓出 モードび "Av"、 叮 V" のとを 

スト□ポ巧電完了後、"▲’び点滅した場合は、彼 

りを絞り込んで— ▲" を消して撮影してください。 



スト□ボを使用しな 
い場合 


国拓出 モード" P" のとを 

明るいところでは、自動的に 潭 出び調整されてデ 
イライトシンク□撮影になりまず。 


■拓 出モードが "M"、 "X"のとき 

— M " のときは、シャツターダイヤルを "125" 
じ(下にセツトしてくださし、。 

絞りを調整し、ファインダー內露出メーターび 
"適正’になるよラにして撮影します。 

屈出お正ダイヤルの利用] 

TTL オート撮影では、スト□ボの発光里はカメラ 
の露出補正ダイヤルに連動しまず。スト□ボ光 置 
を調堅して効果を出したいとさは、露出補正ダイ 
ヤルを利用してくだごい。 
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〈を层シンク□撮影 > 

後幕シンクロは動きのある被写体をス□ーシンク 
□撮影するとをに効果があります。 

通常のスト□ボ撮影は、シャツターの先幕び走行 
を終えた直後にスト□ボを発光（先幕シンク □) 
ごせて撮影します。このカメラと、後幕シンク □ 
機能のある当社スト□ボとを組み合わせると、後 
幕が走行を始める直前にスト□ボを発光（後幕シ 
ンクロ）ごせることがでをます。 
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スト□ボ光で照らされた被写体の後ろに、自然光 
で照らされた被写体の動きが流れるよラに写り、 
自然な動をを表現でをます。 

• 巧出制御は、通常のスト□ポ撮影（先萬シンク □) と 
同様です。 





< TLA スト□ポ lit がの X 接点を利用した他の 
スト□ポによる撮影> 

1 カメラにスト□ポを取り付け、函出モードレ 
パーを" X "にセットしまず。 

シャッタースピードは、1/12己秒になります。 

• シャッタースピードはシャッターダイヤルびどの位置 
にあつてち変わ0ません。 


〇絞りをセットして SR しまず。 

絞りは、使用するスト□ボの取扱説明書にがって 
ミ夫めてくだごし、。 

•ダイレクト接点式でない、コードを必要とするスト □ 
ボは、カメラ側面のシンク□夕 一S ナルに接続してく 
ださい。 
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同じ画面に、違ラ種類の被写体、あるいは同じ被 
写体を重ねて写し込むことにより、独特の写真表 
現びでをます。 

1 ドライプモードをを重度出活お "0" にセ 
ットしまず 

♦セットのしかたは•ドライブモードボタン" （P26) 
をご畏< ださい。 

表示パネルに"晒!—マークび点滅表示します。 
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〇シャッターポタンを巧しまず。 

1回目の露光を行い、なの露光のためにシャツタ 
一だけびセットされます。 


表示パネルの—@1—マークび点灯表示に変わり 
ます。 















3 再度シャッターボタンを巧しまず。 

2回目の惡光を巧ったを、フイルムび送られ 
て多重露出撮穀が終了します。 

■を重巧出撮おび終了すると、ドライブモードは —S’ 
に切り替ります。 

• 1回目强光のを、メインスイッチを -OFF’ にしても、 
次に ‘ON" したときはを重巧出の続き （2 回目の巧 
光）になります。 

■ を重巧出撮影モードにセットしたを、撮影開始前に他の 
ドライブモードにするとを重巧出撮おは中止されます。 

• 1回目巧光をのを重巧出撮影は中止でをまだんのでこ 
ま意ください。 


く 3回 jy 上のを MSffi 巧巧いたいとを> 



点滅 



• マークび点滅時にメインスイッチを ‘OFF— 

にするとを重巧出撮をは解除されますのでこま意くだ 
さい。また次にメインスイッチを "ON" にするとド 
ライブモードは" s’ になります。 

3回な上のを M5 出巧巧いたいとちは… 

項目で’ （ P60) 終了を、ドライブモードボタンを 
巧して、■百!-マークを谋巧から点巧にをえまず。 
このげ,態でシャッターボタンを押すとさ6に1回みを 
巧 出び巧えます。この操作を巧り返すことによ0、巧 
望回数分のみちな出び巧えます。 

















セルフタイマー攝鼠 



1 ドライブモードをセルフタイマー活影 
"公"にセットしまず。 

* セットのしかたは‘ドライブモードボタン’ （P26) 
をご捐< ださい。 

2 ピントを合わせ、シャッターポタンを巧して 
<ださい。 

セルフタイマーび作動し、10秒後にシャッターが 
切れます。セルフタイマー作動中、カメラ前面の 
セルフタイマー LED び点滅します。 
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セルフタイマー LED 


• セルフタイマー撮影でフ 
アインダーから目を離す 
オート撮影では接眼部か 
らの入射光のお巧で適正 
お出が得らむない場合び 
あります。このよラな場 
合は、ぶ入光防止アダフ 
ターを接眼部に取0巧け 
て使用してくだごし、。 
(P93) 


• セルフタイマー撮影時は王脚をご使用ください。 

• バルブ設定時はセルフタイマーは使用でをません。 

• セルフタイマー作動中にシャッターボタンを押すと、 
セルフタイマー作動び最初に戻0、10秒をにシャッタ 
一び切むます。 

• セルフタイマー作動を途中で中止するとをは、メイン 
スイッチを "OFF’ にするか、ドライブモードボタン 
を押してくださし、。 


















その化 






カスタム機能 


このカメラには、次の表のように、已項目の"カスタム機能"を搭載しています。お買い上げ時は、標 
準的な機能（内容番号の標準設定"日"）にセットしてあります。（この取巧説明書では’ 0" の状態を 
説明しています。） 

カスタム機能を変更したい場合は r カスタム機能のセットのしかた」 （ P 66) をご覧ください。 

• カスタム機能をセットするとカメラの機能や操作手順び変わります。この「カスタム機能」のページをよくお読みい 
たださ、正しくご使用ください。 

<カスタム巧能一度表> 





1: AE □ックの方を 


メインスイツチを "AEL’ にする。 
(連統 AE ロック） 


シャツターボタンをキ押ししている間、 
AE □ックする。（ストロボ巧ち完了時を除 
く） 


• メインスイッチによる連爲 AE ロック時 
は連統 AE ロックび 巧 巧します。 



巧が猴巧び オーパー 


スタンダード 


アンタ .一 


アンダー 


64 














( 0 ) 


3: フイルムをま巧し 
時のフイルム HD 


フイルムをパト□ーネ巧に 


すべて 巻さ 込む。 



4: フイルム巧了時の 自動きさ戻し 
巻をちし 


5: フイルムの巧を上 》 ぶたを 巧 ゆると自巧巻き上げ 

げ 



フイルムの 巧 端をパト□ーネの外に 残す。 



途中巻さ戻しポタンを押す。 

襄ぶたを閉め、メインスイッチを "ON" にしてシ 
ヤツターボ タンを巧す。 
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カスタム機能のセツトのしかた 


巧 

Tc 


カスタム巧能 
セツト巧態 


に0ボタン 



ドライブモードポタン 


1 メインスイッチ "ON" 時、ま示パネルび図 
のよラな表示になるまで、"旧0ポタン"と 
"ドライブモードポタン"を同時に巧し掃けまず。 
(巧2秒） 


図のよラな表示（カスタム機能セット状態）にな 
つたら、一度ボタンから指を離してください。 
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2 " 旧0ボタン"を巧して、セットずる r 巧能 J 
の蚕号を涅ぴ、表示させまず。 

♦ ISO ボタンを押すと、「機能」の番号び、1 一2一3一4 
一巳一1(じ(お繰り返し）と変わります。。 




















3 " ドライブモードボタン"を巧して、「巧容 J 
の番号を送巧しまず。 

• ドライブモードボタンを巧すごとに「巧容」の数宇び変 
わりますので、セットする番号 CO " または "1") 
にして < ださし、。 



4 メインスイッチをいつたん "OFF" にしてく 
ださい。これでセット完了でず。 

• シャッターボタンを半巧しする、またはテのまま約 
16秒間経過してをわットび完了します。 
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ケーブルスイジデソケット 



ケーブルスイッチ L やオートべ□—ズを接続する 
接点で、これらアクセヴリーか5の電気信号を伝 
え、シャッターを作動させます。 

•ケーブルスイッチ L を使ラ撮影で、 ファインターから 
目を離すオート撮影では接眼部からの入射光の影巧で 
適正强出び得5むない場合びあ0ます。このような場 
合は、逆入光防止アダフターを接眼部に取0付けて使 
用してくだごい。 (P93) 

• ケーブルスイッチソケットには、市販されている一股 
のメカ方式ケーブルレリースは取0付けないでくださ 
し、。故障の原因にな0ます。 
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裏ぶたの驭〇はずし 



カメラの裏ぶたは、着脱ピンを巧し下げて取りは 
ずすことびでをます。 















絞 0 をみボタン 



ファインダーは常に絞り開放の状態になっていま 
すび、このボタンを巧すとセットした絞り値まで 
絞り込まれ（ファインダー内は絞り値に応じて暗 
<な0ます。）、その状態で被写巧深度や背景のぼ 
け具合を見ることびできます。 

• 絞り込みボタンを押したまま巧出の確認や撮影をして 
ち、適正霞出は得5れません。 
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写真の碁礎知識 


屈出〉 

フイルムに光をあてること。 

写真の撮影を行ラとをは、絞り開口呈とシャツタ 
一の開閉時間により、フィルムにあてる光の置を 
調節します。 


<シ ャッ タースピード〉 

カメラ本体に組み込まれているシャッターは フイ 
ルムにあたる光の呈を、シャッターび開いている 
時間の長さで調節します。このシャッターを開い 
ている時間の長さをシャツタースピードと言いま 
す。 


<絞り値〉 

レンスに組み込まれている絞りは、レンスを通り 
フイルムにあにる光の里を、開□部を拡げたり縮 
めたりして調節します。この開□部の大ささを絞 
り値と言います。 
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<フイルム感度〉（旧〇値） 

フイルム感度は、どの程度の光までフイルムび感 
応するかを IS 日 (International Standardization 
Organization -国際標準化機構）で定めた数値 
で表しています。 

ISO 値びルさいほど光にがする感度び低くなりま 
す。をめ細かく高画質な写真を撮るのに適してい 
ます。 

ISO 値が大きいほど光に対する感度は高くなり 
ます。少ない光の至で感応しますので、暗いとこ 
ろでの撮影や高速シャッターでの撮影びできま 
す。しかしきめは粗く階調再現性は悪くなります。 

<巧写巧深度〉 

レンズの一般的性質として、ある被写体にピント 
を合わせたとさ、被写体自身び鮮明に写るだけで 
なく、その前後にち鮮明に写る範囲びあります。 
この範囲を巧写巧深度といいます。同じレンズで 
の巧写巧深度は次べージのよラに変化します。 



巧写巧深度目盛 


①絞りを絞り化むほど被写界深度び深< (前後に 
広く）、開放にするほど浅く（前後に狭く）な 
ります。 

③被写体の距離が遠いほど被写巧深度び深<、近 
いほど浅くなります。 

③ピントを合わせた被写体の後方に深く、前方に 
浅くなります。また異なるレンズでは、焦点距 
離の短いレンズほど深<、焦点距離の長いレン 
ズほど浅くなります。 



被写巧深度の具体的な範囲は、個々のレンズの被 
写巧深度目盛で確認することげでさます。例えば 
己 OmmFl.4 標準レンズで 2m の距離にピントを 
合わせ、殺りを F1 日にセットした場合は、被写 
界深度目盛1日に対応する距離、すなわち約 
1.4m か6約己 m までピントび合うことになりま 
す。 
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用兄〇アクセサ y — 




CONTAX TLA 360 ストロが 



ガイドナンバー36 ( IS 日100 3己 mm レンズ画 
角カバー時）の、クリップオンタイプの TTL 自動 
調光ち式バワースームオートスト□ボです。スト 
□ボオートセットの機能を備えていますので、コ 
ンタックス Aria と組み合わせると、従来の TTL 才 
ートスト□ボの機能に加えて政下の四つの機能を 
ちった使いやすいスト□ボです。 



• これらの機能は、カメラ上部のアクセヴリーシューに 
直接スト□ボを取0付けた場合にお使いいただけま 
す。 

TLA 延長コードや TLA 増巧システムを利用して、力 
メラのアクセヴリーシューか5離して使用するとき 
は、スト□ボには自動セットされません。 

•スト□ポオートセット機能を備えた当な TLA スト□ポ 
はスト□ボ取0付け脚の接点び己窗巧になっていま 
す。 
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〈1.オートセットな能> 


mm 

スト□祝 W モード 

フィルム前の 
呂"セット 

巧り値の 
き"セット 

TTL ォート 

〇 

〇 

が级巧!お才ート 

〇 

X 

マニュアル 

〇 

0 

マルチを光 

〇 

〇 


〇:カメラ側のセットによ0スト□ボにも自動セットし 
ます。（スト□ボ充霉完了時） 

X :スト□ボには自動セツトされません。 
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〈2.スト□ボ光里の補正〉 

" TTL オートスト□ボ撮影"モードで行います。 
他のモードでは、補正することびでさません。 


• 補正は一 3 EV 〜+1 EV の範囲で1/3ステッフごとに 
巧えます。 

• スト□ボの補正は、カメラの巧出補正の値を基華にし 
て発光さを補正します。たとえば、カメラの泣出補正 
を ■+!■. スト□ボ側の補正を ‘+ r とすると、ス 
トロボの発光■は+ 2に V ) になります。 


了ストロボの " SEL" ポタンを押しまず。 

•スト□ボの表示パネルに補正目盛び表示ごれ、 
マークび点滅します。 

2 ストロボのアップ/ダウンボタ 
ンを押して捕正目盛を希望ずる値にしまず。 

















3 再度 " SEL " ポタンを巧しまず。 

"+/— "マークび点打表示にな0、巧正の 
セツトび完了でず。 

• スト□ボ表示パネルの巧正目盛は、スト□ボ側の辅正 
置を表示します。 

• スト□ボ側の補正量び ’cr (補正しない）ときは、日秒 
後に铺正目盛は消口します。 


〈3."才ート OFF "、 "才ート ON " お能> 

スト□ボの電源スイッチを—オート OFF ' にセッ 
卜したとき、スト□ボの電源び約目0秒で自動的 
に " OFF " になります。またカメラのシャッター 
ボタンを半巧しすることで"才ート ON " になり、 
スト□ボの充電び開始されます。 

長時間のスト□ボ撮影時、省單劾栗びあります。 



〈4.シューストツパー> 

TLA 360の"取り付け脚—には、スト□ボび不 
用意にカメラからはずれないよラにシューストツ 
パー（抜け防止機構）びついています。 

カメラの取り付け、取りがしの際は必ず"取り付 
け脚"の指標にシュー□ック U ングの指標を合わ 
せてから行って < ださし、。 


※上記のほかにもをくの特徵を持ったスト□ポですので、 TLA 360の取巧説明*を併せてごおになり、みおなス 
卜□ポ巧影をお楽しみください 
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一夕/ { ツク D—9 ( マ 



V 


(〇 〇 〇 〇 


コンタックス Aria データバック付にはこのデ 
-タバック D - 目が標準装備されています。 

]ンタックス Aria の裏ぶたと交換して使巧する、 
マルチ フアン クシ ヨン タイプのデータバックで 
す。フィルムの最初の2コマに撮影時の露出デー 
夕を一括して写し込む「まとめ写し化み」機能と、 
それぞれのコマ間に曰巧けや露出データなどを写 
し込む「コマ間写し込み」機能があります。併巧す 
ることちできますので、「まとめ写し込み」をセッ 
卜して露出データを記録し、「コマ間写し化み」で 
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曰巧けや時刻あるいはカウンター数値などをコマ 
間に写し込み、写真の分類や露出データの保をと 
整理など幅広<ご活用いただ<ことがでをます。 
また、カメラの作動をコント□ールするインター 
ノりレ攝診機能ち搭載しています。 

• データバック D — 9では、撮影画面巧への写し込みは 
でさませんのでごま意ください。 



































まとめ写し込み稱能 

各コマの撮影時の露出データをカメラが記憶して 
おいて、フイルムを巻さ戻すとさに、お5かじめ 
空送りしておいたフイルムの最初の2コマにまと 
めて写し込みます。 


■写し 込む内容： 

①フィルムを装填した曰時（年•巧-曰•時） 
感使巧カメラ " AR ’ 

@露出データ（露出補正値、シャッタースピード、 
絞り値、露出モード） 

(わコマの番号（日コマごと） 

霞巻さ戻しをした曰時（年•巧■曰■時） 


コマ間写し込み煤能 

フィルムコマ間に次の8つのモードから1つ選ん 
で写し込むことびでさます。 

0 ) 日付け牌•月■日）曲日付け（月•日•年） 
感日付け（日•月•年） (4) 時刻（日•時•分） 

曲撮影時の露出データ（露出铺正値、シャッター 
スピード、絞り値、露出モードまたはキャラク 
ター2文宇） 

够カウンター数値 （4 巧の積算カウンタ ー+ フィ 
ルムカウンター）+キャラクター2文字 
(ろ任意の6巧固定数値+キャラクター2で字 
瓜写し込みなし 
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インターパル撮影 

設定した時刻より一定時間ごとに、設定した撮影 
回数分自動的に撮影する機能を搭載しています。 
時間の経過による変化を観察する撮影や無人撮影 
に便利です。 
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r まとめ写し込みの例 J 


r コマ巧写し込みの例 J 







: UUU U 挂お UU 过 U U 苗苗 ■ U 苗若 uuuss W 這 9U ; 

G QCQQC OOOOS OOD h h • 

- 〇〇〇 oonuoQ moc OSQOQ ^IQCflDCQDDiss 〜 Q2LL- 
- motfl/ttjt] 11 I I / I - - /H H H ![11 —L b)fa . 

.巧： ぶで 9 山 uuu 


(説明のために図示しにもので実際の表示とは異なりま 
す。） 
























CONTAX パクーパックアダプター GP —1 



Aria にが部電源 CONTAX パワーパック P -8 
(別売り）を使用するためのアダプターです。 
パワーパック P — 目は、 1.5 V 単3形乾電池4本、 
または1 .2 V 単3おニッカド單池4本を使用するが 
部電源です。寒冷地など、気温の低い場所で、章 
さの影響による電池の低下を防ぐために、カメラ 
のが部で電源を保温しなびら撮影するために利用 
します。 


■取り付けかた ■ 

カメラにパワーパックアダプター GP — l を 
取り付けます。 

カメラのリチウム電池を取り出し、代わりに GP — 
1をはめ込み、回して固定します。 

■ 取りはずしたバッテリー室カバーは、大切に保管して 
ください。 
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ぶ のーパック P -8 にちおを装填しまず。 

の パワーパック P — 目に付属しているバッテリー 
ケースに、表示に従って単3形電池4本を入れ 
P —8本体に取り付けます。 

C 2) P - 目本体をジャケット（ケース）に入れます。 

3 パワーパック P -8 のコード先端のプラグを、 
アダプター GP — 1のソケットに差し込みま 
ず。 

• 撮影の際に、パワーパックを防寒具の巧側などに入れ 
ると、より保温の効果を高めることびできます。 

• 電池を交換するときは、種類の違ラものや古いちのを 
混だたりしないで、4本とち同じ種類の新品電池を同 
時に交換してくだごい。 

• パワーパックを長時間使用しないとをは、 逗 池の焉巧 
を防ぐため、八’ッテリーケースから電池を取りはずし 
ておいて < だごい。 

• 接続コードの取りはずしは、コードを引つばらずにプ 
ラグ部を持って行って < ださい。 
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■ P -8 の仕様 ■ 

括巧： パワーパック本体、バッテリーケース、 
ジャケット（ストラップ付き）、コードの 
長さ： 1.5 m 

電源: 1.5\/単3形乾電池4本、または 1.2 V 単3 
形ニッカド電池4本（単3形マンガン乾電 
池は電池容呈げかないためご使用になれ 
ません。） 


■ 使用里池と巧お本数 ■ 

(24 枚撮り、新品里池使用、当社撮影基準による） 

バッテリー ara 巧巧 

1.己 V 單3 おアルカ U を 巧 池4本 約25本 

1ぶ V 単 3 おニッカ ド 巧 ミを4本 •削 0本 

>ニッカド逗池はフルな巧して使用したとき。 

※仕様-外親の一部を予告な<変更することびあります 
のでご了承ください。 


フォ-^カシンクスクゾ^ 


魯 魯 


FU -3 FU -4 



Aria 用のフォーカシングスクリーンは、 FU -3 
〜6の4種類び用意されており、撮影目的や用途 
に応じて交換することびでさます。 

フォーカシングスク U —ンにはスポット測光範囲 
を示す中央部の直徑 5 mm の円 （FU — 3 、 FU — 4 
はマイク n プ U ズム部が側）び示してあります。 

• フォーカシングスク U —ンは高精度に仕上げられてお 
りますので、絶対に手で軸れないでください。 


FU -4 (水平スプリット/マイク□プリズム式） 

標準装備品。一般撮影に適しています。中央のス 
プ U ット部、テの外周のマイク n プ U ズム部、周 
辺のマッ ト 部の3つの部分でピントを合わせるこ 
とびでさます。 

FU -3 (45 -スプリット/マイク□プリズム式) 

FU — 4とほぼ同じですび、中央部のスプ U ット 
部び約45-に傾斜していますので、水平線の撮 
影はカメラを傾けなくてちピント合わせびでさま 
す。 

FU -5 (全面マット式） 

全面をマット状にしたスク U —ンです。長焦点レン 
ズなど、比較的暗いレンズを使巧するときや、接写 
などでマイク n プ U ズム部あるいはスプリット部で 
はピントび台わせにくし觸合に適しています。 

FU -6 (方旧マット式） 

全面マット式に 6 mm 間隔の方眼を入れたスク U 
ーンです。特にオートべ□ーズや PC ディスタゴ 
ンを使用してのアオ U 撮影、あるいは複写など厳 
密に構図をミ关定するとさに適しています。 
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<フオーカシングスクリーンの sag のしかた > 

※各スクリーンには、交換用のピンセットび付属 
しています。必ず付厲のピンセットをご使用く 
ださし、。 


スクリーンの交換は、フオーカシングスクリーン FU 
タイフ取巧説明 ■に 記載の方法と異なりまず。次の 
よラにして交換してください。 


入 スクリーンの取0はずし 

①レンスを取りはずしてか5カメラのスクリーン 
交換つめを指の先などで軽<押します。 

スク U —ンび枠ごと下びりますか5、静かにお 
ろしてくだごし、。 

@スクリーンの突起部をスク U —ンに付属のピン 
セツトではごんで取り出します。 

③取り出したスク U —ンは、ケースの溝に立てて 
おくと巧れや傷をつけるむ配びありません。 
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2 スクリーンの取り付け 

® 取り付けるスクリーンの突起部をピンセットで 
はさみ、下がっている枠巧に入れます。次に枠 
の突起部（交換つめ）をピンセットでカチッと 
止まるところまで静かに押し上げてくださし、。 
最後に指で軽く押し、確実に入っているか確認 
してくださし、。 

これで取り付けは完了です。 


• フォーカシングスクリーンの交換は必ず専用のピンセ 
ットを使用し、ミラー面、およびスクリーンに傷や指 
紋をつけないよラにま意して < ださい。 

• スクリーンにごみびついたとさは、ブ□ワーで吹き狀 
ばすか、柔らかいレンス刷毛で軽 < もって < ださい。 

• 取り付けかたび不完全ですと撮お中にスクリーンびは 
ずれて破損したり、レンスの着脱びできなくなること 
びあります。このときは、専門的な処置を必要としま 
すので最寄りのヴービスステーションにお持ち<ださ 
い。 

•使わないスクリーンは、スクリーンケース巧の図解に 
従って収納しておいてください。 
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視度補正レンズ F しタイブ 


別売のネ見度補正レンズは、図のよラに取0付けて< 
だごい。アイカップは視度巧正レンズの上から取り 
付けることびできます。 



近視の方、たや、遠視のかたでファインダーの像び 
はっきり見えないときは別売の視度補正レンズ 
FL タイプをファインダー接眼部にはめ込んで使 
用して<ださい。一曰ディオプター （ D ) から 
+ 3ディオプター （ D ) まで8種類び用意されて 
います。 
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フレックスダース C— 色 


ケース先端を伸縮ごせる 
ことにより、 データ パッ 
ク D -9 を装着した Aria 
に凹下のカールツァイス 
T * レンスを装着したまま 
収納することびでさます。 



ヶースのか巧 WH 

C -6 (フィルター1枚、 
レンズキヤツプ巧） 

巧 ゆにが應で収納 
哥能なレンズ 

FD 16/2.8. D 18/4. D 25/2.8、 
D 28/2.8, D 35/2.8. T 45/2.8、 
P 50/1.4. P 50/1.7. S 85/2.8、 

S 100/3.5. MP 60/2.8 C 

かばしたが想で昭 
納可能なレンズ 

D 28/2. D 35/1.4. P 85/1.4. 
P 85/1.2. MP 60/2.8. 

VS 35-70. VS 28-70 



















主な i ± 様 


型式： 35mm フォーカルフレンぶ AE— 眼レ 

フカメラ 

函面ヴイズ： 24x36mm 

レンズ マウント； コンタックス/ヤシカ MM マウント 

シャッター型式： が走行フォーカルフレンシャッター 

シ ャッ タースピード： 

Av、P... 16秒〜1/4000秒、 

Tv 設定…4秒〜1/4000お'、 
マニュアル… B、 X (1/1 25秒)、 

4抄〜1/4000お 

シンク□巧な： X巧点 (1/1 2已秒む下で同調） 

ダイレクト巧点、およびシンク□ター 
S ナル付を 

セルフタイマー： 里子式、作動時間10抄 

シャッターレリーズ： 

里子レリース方式、専用ケーフルスイ 
ッチソケット巧 

a 出制御： 0;)絞0 任 先オート感シャッター®先 

才ート③フ□グラムオートな)マニ 
ュアルな出⑥ TTL オートスト□ポ 
® マニュアルスト□ポ 

測光方式： TTL 評価測光/中央重点平均測光/ス 

ポット測光切0替え式 


巧光3動巧ほ （ F 1.4 レンズ使用•旧010 0) : EV2-20 
フィルム巧ち巧 II 巧巧： 

DX コードによる自動設定時…旧0 2已〜已000、 
マニュアル設定時…旧0 6〜6400 
AE □ック： 巧面光■記お方式 

a 出巧正： +2EV 〜一 2EV (1/3 ステッフで設 

定巧能） 

A - B - C な構： A ■ B ■ C レバーの設定による、 巧 出 
铺正傾±0.已 E \//±1 EV 
スト□ボ M 光 il 動方式： TTL ダイレクト調化方式 
スト□ボ同巧： 専用スト□ポの巧 這 完了により シャッ 
タースピード自動切0替え 
スト□ポオートセットな能： 

スト□ボオートセット巧能巧を当社ス 
卜□ポと組み合わせることにより可能 
巧稱 シンクロ： をちシンク□巧能のある当社スト□ポ 
と組み合わせることにより可能 
ファインダー：ペン タフリズム使用のアイレベル型 
(□ングアイポイント式） 
♦^^野率--9已％、 

♦倍率…0.82倍 

(已 0mm 標準レンスおお遠、巧度一 1D 
のとき） 
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巧度補正： 視度補正レンス装着式 

(別売 FL タイフ、8種類） 

フォーカシングスクリーン： 

水平スフリット/マイク□フリスム式 
fU - 4) を標準装備 
スクリーン交換巧能 （ FU タイフ） 
ファインダー巧表示： 

スト□ポマーク、シャッター スピー ド、 
絞り値、測光マーク、巧出餐告マーク、 
巧出メーター、マニュアル巧出マーク、 
巧出涌正マーク、フィルムカウンタ 
-/ セルフタイブー巧り時間 / A - B - 
C 表示/撮をフィルム終了表示 
表示パネル： フィルムカウンタ ー/ ABC 表示/ 

フィルム感度/セルフタイマー残り時 
間/バルブ経過時間/カスタム機能表 
示、バッテリー酱告マーク、セルフタ 
イマーマーク、連続撮影マーク、1コ 
マ撮影マーク、を重度出撮影マーク 
フィルム装填：オート□ーディング式 

フィルムカウンター "or までの空 
送り機梢付 

フィルムを上げ：巧商モーターによる自動き上げ 


86 


フィルムを戻し：内蔵モーターによる自動き戻し 

(オートリターン/オートストツフ機 
梢）途中营戻し可能 

ドライブモード：1コマ、連続、セルフタイマー、を重 

巧出 

巻を上げ巧度：連続撮影 rc " モード）最高約3コ 
マ/抄 

(新お里池使用、常温、当な撮影基準 
にぶる） 

フイルムカウンター： 

表示パネル、ファインダー巧とち自動 
復元順算式 
アクセサリーシユ ー ： 

ダイレクト X 接点 （ TLA スト□ポ連動 
接点付） 

カスタム巧能：①シャッターボタン半押しによる AE 
□ックする/しないの切り替え 
③ A ’ B ’ C 撮お順巧の切り替え 
③フィルムきき戻し時のフィルム残り 
承フィルム，格了時のきを戻し 
⑥フィルム营を上げスタートち法 
裏ぶた： 妄ぶた開放レバーによる開放式、着脱 

巧能、フィルム確認窓付 


巧源： 3 V リチウム 巧 池 ( CR 2) 2個使用 

パッテリーチェック： 

自動チ I ック式表示パネルに表示 
フィルム巧影本巧： 24枚撮りフィルム巧目日本 

(新品霉池使用、常温、当な撮お基準 


その他： 

ホも m ： 

による） 

絞0込みボタン付 


コンタックス Aria : 137 (福） x 目を已（离ご） x 已3.己 
(興行き） mm 、460 g (お 池別） 
(與行きは まぶた グ U ッフ部を含 
まず） 

コンタックス Aria データバック D -9 付： 

137 (個） X 92 .已（富ご ）X 
6日.己{奥行き） mm 、 

已〇己 g (涅池別） 

《 仕樣‘が顆の一部を予告なく変更することびありま 
すのでご了承くだごい。 


本 製品の機能を’ フルに活用していただくためにち、 
交換レンズ、およびアクをヴリー 類は当巧 お 品め ご 
巧巧を おずず ゆしまず。 コンタックス 南と して 巿版 
ごれている他社 商品を巧 用して生じた ま 教や故 巧に 
ついては、当社では 巧が いたしかねまず。 





巧因 

單 池び入つていない 
巧 池び完全に消耗している 
巧 池び逆向きに入っている 

巧 池び消耗している 


解筋ま 

• 货 池を入れる 
■新しい 巧 池と交換する 
■巧池を正しく入れ直す 

■新しい 巧 油と交換する 


• フィルムび正しくさられていません ■ フイルムをちラー度入れ直す 


21 


>規度び合つていない 


»別売の視度捕正レンス FL タイフを 84 

ご利用<ださい 


• ドライプモードび"セルフタイマー’■他のドライプモードに切 D 替える 26 

モードになつている 


m 積かな？ J とおちえになるまえに 


r 故障かな？」と思われてを、修理に出す前にちラー度なの表で症げと解みちまをご確認ください。 


1.表示パネルに表示び 
出ない 


をバッテ U — 警告 マー 
ク ‘C3’ び点巧ずる 


3. フイルムを入れて R 
ぶたを 巧め たら、フ 
イ ルムカウンターび 
で 0" で, な; 巧ずる 

4. ファインダー巧を示 
びはつを D 見无ない 

5. シャッター ぴ切れな 
し、 
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樹 

原因 

m 漁を 

imm 

技写巧びぽけている 

• ピントび合っていない 
• シャッターボタンを押すときにカメ 
ラぶれを起こしている 
• 遅いシャッタースピードになる 

• ピントを正し<合わせる 
•カメラぶれを起こさないよラに、シ 
ャッターボタンを静かに押します 
•云脚をご使用ください 

29 

30 

7 ぷ出巧正マークび点 
巧している 

• 巧出補正をかけたままになっている 

•岛出補正ダイヤルをで"に房す 

47 

江 A 目で«おで 1 コマ 
しかシャッターび切 
れ なし 1 

• シャッターボタンから指を早く雜す 

•3 コマ 巧 影し終わるまでシャッター 
を押し続ける 

52 

をオート操 R 時、 a 出 
警售マーク （ A また 
はザ）び点 W してい 
る 

• 被写体び明るすぎるかまたは暗すぎ 
ます 

• P39 の説明に巧って巧出を調整し 
ます 

39 

10 .フィルム カウンタ- 
が点巧して いる。 
(で〇’ しぶが 

• A B’C レバーび -±0.5- または 
■±1 -に入っている 

• A B C レバーをで’にして下さい 

51 
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樹 

阳 li 

* 妨法 1 

imm 

11 .シゃッターポタンを 
キ押しずると、巧光 
マークが点巧ずる 

•カスタムフアンクシヨンび " 1 -r 
になっている 

•カスタムフアンクシヨンを '1-0' 
にしてください 

66 

1 をフイルムを入れると 
フイルムカウンター 
び ’日 3' になる 

•データバック D-9 の■まとめ写し 
込みスイッチ’び’〇がになって 
います（データバック巧のとき） 

•次のフイルムを入れるときに■まと 
め 写し込み スイッチ ■を "OFF’ に 
してく ださい 

♦ 

1 瓦きを房しが途中で一 
旦止まる 

•上に同じ 

• 上に 固 じ 

♦ 


♦12 と 13 は CONTAX データバック D -9 の取巧説明書をごおくださし、。 
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巧おちードロック 
解除ホタン （ P 2 曰) 


シンク□ターミナル 

宾ぶた開放レバー ( P 20) 

哀ぶたロック 
解除ボタン （ P 20) 

途中巻き房しボタン （ P 31) 


フィルム確認窓 



シャツ ター巧 （ P 20) 

フィルム固定軸 -- 

DX 接点 一 — - 


フイルム室 - 

データバック用接点 
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SSS の ^^ 

- アイカツフ ( P 93) 

- 測化レバー ( P 28) 

-フアインダー接眼部 ( P 16) 
- 三脚ねじ巧 


- — - バッテ I 」一室/ 

バッテ U — 室カバー ( P 12) 



スフール 


»ぶた着脱ピン （ P 68) 


フイルム先端マーク （ P 21) 


S ぶた 




























































アイカップの取り付けかた 

図のよラに接眼部に取り巧けてくだごい。 



①吊り巧にな 霞兰角リングを 

巧巧を取り 吊り巧に取り 

巧けます。 巧けまず。 



逆入巧！巧止アダプターとストラツプの取り 
付けかた 


逆入光防止アダフターは、巧にストラッフに通してお 
きます。あとは下図のよラにしてカメラにストラツフ 
を取0巧けます。 

セルフタイマー巧がや、ケープルスイッチ L を使ラ巧 
影など、ファインダーから目をおすオート巧影では接 
眼部か5の入射光の影«で遇正®出びお5れない巧合 
びあります。このよラな巧合は、逆乂光防止アダフタ 
一を接眼部に取0付けて使巧してくだごい。 


感ストラップを巧黄巧と 
三ち U ングに通して図 


























